
◇ ボールを投げるか、けるかして、的にあてるゲームを下の「きまり」によって行う。

「きまり」

① 投げる回数と、ける回数の合計は20回とする。

② 的にあたったときの得点は、投げた場合は３点、けった場合は５点とする。

③ 的にあたらなかったときの得点は０点とする。

次の(１)(２)の問いに答えよ。 （岐阜県）

（１）このゲームで得られる得点のうちで、１けたの得点をすべて書け。ただし、少なくとも

１回はあたるものとする。

（２）Ａ君が投げた回数のうちの６割、けった回数のうちの４割が的にあたり、合計得点は

37点であった。投げた回数をｘ、けった回数をｙとする。

（ア）投げて的にあたった回数を、ｘを用いて表せ。

（イ）ｘ、ｙについての連立方程式をつくれ。また、その連立方程式を解いて、ｘ、ｙの

値を求めよ。
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